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経営理論について体系的に研修 

厚生連経営管理職層育成研修会（経営理論編）をＷＥＢ開催 

 

本会は厚生連経営管理職層育成研修会（経営理論編）の１日目（１月 24日）お

よび２日目（２月 14日）をＷＥＢで開催した。 

経営管理職層育成研修会は、日常業務では習得しづらい経営管理に必要な知識

の習得とマネジメント能力の向上を図ることを目的に、病院・施設の運営および

管理を将来担う予定者を対象に実施している。これまで財務・会計分野にかかる

研修会（基礎編・応用編）を開催してきたが、厚生連全体を 1 つの組織として経

営する職員を育成するために、新たに経営理論にかかる研修会（経営理論編）を

開催することとし、15厚生連から 33名が参加した。 

研修会は、㈱経営革新ラボ代表取締役で経営コンサルタントの田村健二氏を講

師に迎え、全３日間の日程で経営理念・ビジョン・経営戦略・経営計画・戦略実

行の関係等について体系的に学ぶ。 

１日目は、組織行動の基本と経営メカニズムをテーマに、①ＪＡ厚生連の特色、

②組織とは、③組織の能力最大発揮の条件、④経営管理職の役割と行動―につい

て研修を行った。また、事前課題として「経営管理職としての行動チェックシー

ト」を各参加者は記入し、チェックシートにもとづきグループに分かれてディス

カッションを行った。 

２日目は、戦略構想の基本をテーマに、①戦略の概要、②戦略立案のポイント、

③戦略立案の進め方―について研修を行い、ワークやディスカッションを交えな

がら、特に外部環境と内部環境の視点を掛け合わせるＳＷＯＴ分析の考え方を中

心に学んだ。 

参加者からは「新たな気づきがあった」、「大きな枠組みでの考え方を学び、改

めて自身の取り組む姿勢を認識できた」等の感想が寄せられた。 

次回（経営理論編３日目）は、戦略・経営計画を実行するための組織づくりを

テーマに、３月４日の開催を予定している。 
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医療体制が逼迫する大阪府に協力 

ＪＡ厚生連から看護師を派遣 

 

令和４年２月、新型コロナウィルスの感染者が増加し医療提供体制が逼迫し

ている大阪府に対して看護師派遣の要請があり、ＪＡ全厚連では各厚生連に看

護師派遣を募り、以下のとおり大阪府へ看護師を派遣しました。 

 

 

大阪府への派遣 

厚生連名 
派遣人数 
（実人数） 

派遣期間 

ＪＡ愛知厚生連 ２名 
①２/21～３/６ 
②３/７～３/20 

ＪＡ三重厚生連 ２名 
①２/21～３/６ 
②３/７～３/20 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

©よい食プロジェクト 
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令和３年度 地域医療多職種連携推進学講座 
 
（ＪＡ秋田厚生連・かづの厚生病院） 

かづの厚生病院（吉田雄樹病院長）では、毎年４回、岩手医科大学と地域医

療多職種連携推進学講座を実施しています。各専門分野の認定看護師等をお招

きし、講義していただいています。 

今年度は、「新型コロナウイルス感染症対策について」「周術期看護について」

「スキンテア（皮膚裂傷）から患者を守ろう」「認知症高齢者の理解と対応」に

ついての４講義を行いました。この地域医療多職種連携推進学講座では、近隣

の医療機関や関連施設等にもお声がけし、院内だけではなく外部からも沢山の

方に足を運んでいただいています。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大により、実際に講師をお招

きすることが難しくなり、オンラインでの開催が続いています。また、近隣の

医療機関の方にも感染症対策を講じながら参加していただいていますが、岩手

医科大学病院で勤務されている認定看護師の講義は特に外部からも積極的な参

加をいただいています。みなさん、とても真剣な眼差しで講義を受けており、

講義後の質疑応答では、専門知識がある方のノウハウを学ぼうとする活発な意

見交換が行われるなど、今年度分の日程を無事に終えることが出来ました。 

来年度はどんな講義が行われるのか楽しみです。新型コロナウイルス感染症

が落ち着き、対面で講義を受けることが出来る日を楽しみにしたいと思います。 

 

   （三浦由佳通信員）  

 
地域医療多職種連携推進学講座の様子 
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『災害に備える』ということ 
 

（ＪＡ秋田厚生連・湖東厚生病院） 

令和３年 12月 22日、湖東厚生病院（中鉢明彦病院長）では総合防災訓練を

実施しました。今回は例年と趣向を変え、「夜間を想定した防災訓練」を行いま

した。特に夜間の時間帯は職員数が最小で６人まで限られてしまうため、「６人

でどこまで動いて、どのくらいで避難完了できるか」を把握する必要がありま

した。実際の訓練は平日の日中に行うため、看護師・医師・夜警から訓練に参

加する６人を選び、その６人で防災訓練を行いました。訓練中は通常勤務して

いる職員も大勢見守る中、所定の患者・看護師ともに避難所までたどり着くこ

とができ、無事避難完了できました。 

消防署の方からは、「避難完了まで時間はかかったが、スムーズに動けていた

と思います。災害時の機器操作からもう一度確認していただきたいです。実際

の災害時には、防災マニュアルも役に立たないので、普段から各々の役割を明

確にし、病院で情報共有しながら、災害に強い病院を目指していただきたいで

す」との講評をいただきました。 

訓練終了後、参加者からは「限られた人数のため、事前に行動等を確認して

いても戸惑う場面がありました。担送・護送患者が多く想定され、かなりの時

間を要するので、安全な

場所に患者を移送するだ

けで精一杯だと思われま

す。その他スタッフと避

難経路等を改めて確認し

ます」といった声が挙げ

られ、普段の訓練と違っ

た雰囲気を感じることが

でき、改めて防災訓練の

大切さを実感しました。 

    

（三浦由佳通信員）  

 
総合防災訓練の様子 
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第３ＩＶＲ室の竣工式および 
テープカット式を開催 

 
（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

令和４年１月 20日に、相模原協同病院（井關治和病院長）では第３ＩＶＲ室

の竣工式およびテープカット式が行われました。 

第３ＩＶＲ室の増設により、通常の予約検査・治療と並行して、緊急患者に

対するＩＶＲ室での検査・治療が今まで以上に可能となります。また、今年度

より循環器内科で本格的に開始した不整脈に対するアブレーション治療も、よ

り多くの患者さまに治療が可能となります。 

 

   （新嶋友梨恵通信員）  

 
会場の様子 

 
式の様子 

 
第３IVR 室でのテープカット式の様子 
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院内感染予防対策の研修会を開催 
 

（ＪＡ神奈川県厚生連・相模原協同病院） 

令和４年１月 25日に、相模原協同病院（井關治和病院長）は派遣・委託業者

を対象とした院内感染対策研修会を開催しました。 

講師は当院 感染管理認定看護師 眞野 彩室長で、感染はどのようにして起

こるのか、標準予防策、感染経路別予防策等の講義の後、防御具の正しい着脱、

排泄物が床にあった場合の対処方法の実習を行いました。 

 

 

（新嶋友梨恵通信員）  

 
防御具の着脱方法 

 
排泄物の対処方法 
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ワクチン未接種者を対象に県内 10カ所で 
ＪＡ巡回接種を実施 

 
（ＪＡ山梨厚生連） 

変異株オミクロン株による感染拡大が続く

中、山梨県内でも３回目のワクチン接種が始

まっています。その一方で、１回目や２回目の

ワクチン接種時期が農繁期と重なったことな

どを理由に、未だ１度も接種を受けていない

方も多くいらっしゃいます。 

そこでＪＡ山梨厚生連（澤井實・代表理事会

長）ではより多くの方々にワクチン接種を受けてもらうため、県および各ＪＡ

と連携し、２月２日から３月 22 日まで、県内のＪ

Ａを会場にした巡回型のワクチン接種「ＪＡ巡回接

種」を実施しました。 

会場には医師、保健師、看護師らを派遣した他、

万一の体調不良者などに備え、ベッドを搭載した検

診車を会場に配備しました。また定員は 100名とし、

混雑を避けるため電話での予約制としました。 

ワクチン接種は、重症化を防いで自分自身を守ることに加え、医療体制を圧

迫させないことに繋がります。厚生連では、３回目接種の実施や業務協力はも

とより、こうした活動に対しても積極的に協力していきます。 

 
接種会場 

 
ワクチン接種の様子 

 
受付の様子 

 
ベッドを搭載した検診車を配備 



ＪＡ全厚連情報 №1113 2022 年３月１日 

- 8 - 

 

（志村直樹通信員）  

 
JA 巡回接種ご案内 
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新型コロナワクチン３回目接種の 
大規模集団接種会場が稼働しました 

 
（ＪＡ愛知厚生連） 

ＪＡ愛知厚生連（宇野修二・代表理事理事長）では、愛知県から運営依頼が

あり、２月５日～７月 31日まで大規模集団接種会場を再開しました。 

前回同様、安城更生病院（度会正人病院長）にて、ＪＡ愛知厚生連の職員で

運営します。 

 

 

（井桁千聡通信員） 

 

 

 
１・２回目接種では、2021 年７月３日～11 月６日まで 

述べ 30,317 回接種を行いました 

 
大規模集団接種初日の様子 

【接種会場の概要】 
会場： 
ＪＡ愛知厚生連 
 安城更生病院 

 
対象者： 
愛知県にお住いの方 
（接種券が届いた方） 

 
使用するワクチン： 
モデルナ社製ワクチン 

 
接種日： 

2022 年２月５日（土）～ 
毎週土日 

 
予約枠： 
１日 500 人 

 
駐車場： 
敷地内にあり 

 
無料シャトルバス： 
名鉄三河高浜駅から発着 

 



ＪＡ全厚連情報 №1113 2022 年３月１日 

- 10 - 

 

 

 

身寄りがない人で意思決定が困難な人への支援に
関する地域医療機関ガイドラインを公開しました 

 
（ＪＡ愛知厚生連・江南厚生病院） 

江南厚生病院（河野彰夫病院長）では、周辺の医療機関 10施設とつくる「病

病連携会議」で、2021年夏「身寄りがなく、意思決定が困難な人」の支援を目

指す「地域医療機関ガイドライン」を作成しました。 

治療への同意の取り方など、現場が対応に迷うケースを想定した足並みを揃

えた取り組みで、令和４年１月５日に病院ホームページで公開しました。 

 

http://www.jaaikosei.or.jp/konan/pdf/chiikiiryouguidelines.pdf 

 

 

 

 

 

（井桁千聡通信員）  

 

http://www.jaaikosei.or.jp/konan/pdf/chiikiiryouguidelines.pdf
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ＮＳＴ・栄養ケアで活躍しています！ 
 

（ＪＡ愛知厚生連・足助病院） 

令和３年 10月、ＪＡ愛知厚生連（宇野修二・代表理事理事長）では、初とな

る「機能強化型認定栄養ケア・ステーション」の認定を受けました。 

また、11 月 20 日には管理栄養士の川瀬文哉さんが愛知ＮＳＴ研究会で最優

秀演題賞である「Aichi Nst Award」を受賞するなど、栄養管理室が多方面で活

躍しています。 

 

 

 

（井桁千聡通信員） 

 
最優秀演題賞「Aichi Nst Award」を受賞した管理栄養士の川瀬文哉さん 

「研究にご協力いただいた皆様に感謝いたします！」 


